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Abstract
This study examines newspapers published for elementary school students. Asahi Shogakusei Shimbun, 
Mainichi Shogakusei Shimbun, and Yomiuri KODOMO Shimbun are three of the most popular newspapers 
for elementary school students in Japan. Newspapers generally include reports and editorials. However, these 
newspapers incorporate numerous articles that are directly concerned with subjects such as science, history, 
and the national language （Japanese）. In addition, these newspapers are used in the elementary school cur-
riculum. In terms of appearance, newspapers meant for children use larger written characters, less kanji, 
abundant illustrations, and multicolored printing. In doing so, they present an adult concept in a childish 
style.
This paper considers the viewpoint of children to discuss the coverage of the nuclear power plant accident 
by childrenʼs newspapers and to suggest an appropriate style for them. After the 2011 Earthquake in the Pa-
cific coast of Tohoku, the childrenʼs newspapers published varied opinions offered by their readers. For ex-
ample, an elementary school student accused everyone of overusing electricity, a junior high school student 
blamed the government, and one mother accused the Tokyo Electric Power Company （TEPCO）. These let-
ters to the editor in newspapers were written to be read by children, and not by adult editors. This paper ad-
dresses the following questions: What are the intentions of child readers who become writers? Do their text 
styles differ from those used by adults when these readers become writers? Finally, what is the appropriate 





聞は、2012 年の学習指導要領変更以後、「教育に新聞を」（通称、News in Education の頭文字をとって
NIE）という潮流が浸透し、教育現場に取り入れられつつある。試みに、本学短期大学部日本語文化学

























5 月 30 日・31 日・6 月 1 日（第 26088 号、第 26089 号、第 26090 号）
「続・ゆうだい君の手紙　東電と原発　キミはどう思う？」
6 月 20 日・21 日（第 26108 号、第 26109 号）、7 月 27 日（第 26144 号）
中高生や大人の投書者を含め、投書者の合計は 39 名だった（内訳など詳細は 4 章に譲る）。








なった 5 月 18 日、「毎日小学生新聞」1 面で手紙の経緯を、2 面で手紙の本文を一部省略して掲載し、
同時に読者へ投稿を募る。









































試みに、小学 6 年生による意見文及び、小学 6 年生が意見の元にした社説、そして、本調査対象（A）（B）











元論説委員による社説 50 39.44 字
小学 6 年生による意見文 54.69 30.43 字








マ故にデス・マス体が増える、という。平均字数は、公的テーマ 39.5 字、私的テーマ 35.0 字であった。
本論が取り上げる小学生新聞の本紙そのものは、デス・マス体が基本で、本調査対象（A）（B）（C）も




















































北海道電力 1 人 小学 2 年生 1 人 男性 11 人
東北電力（福島 1 校） 7 人 小学 4 年生 7 人 女性 23 人
東京電力 5（2 校含む） 22 人 小学 5 年生 6 人 不明（関東 1 校） 5 人
中部電力 1 人 小学 6 年生（2 校含む） 16 人
関西電力 4 人 小学生以外 7 人
九州電力 2 人 不明 2 名
不明 2 人
投書者は、ゆうだい君（東京都）と同じ「東京電力」が圧倒的に多かった。学年においても、ゆうだい君
と同じ「小学 6 年生」が最多で、約 4 割（計 39 人を母数とする）である。なお、7 月 27 日は、「東北電力」

































































による（B-3）は、1999 年東海村 JCO 臨界事故に触れて、風評被害や都心の電力供給の課題を批判する。
読み手（ここでは小学生）の知らない過去について語る部分を抜粋する。








































うだい君」を踏まえると、表 2 の分析における最大値、「東京電力」に電力供給を受けている「小学生 6 年
生」であろう、と考えられる。（ただし、表 2 の性別の最大値「女性」が多いことと、前提との因果関係は
不明である。）
















以上、5 月 30 日ではゆうだい君の手紙を強調し、ゆうだい君をクローズアップするように始まるも
のの、原発の安全性を求め、電力使用の削減を繰り返し、徐々にエネルギー問題へと、意見の観点が移っ
ていく。
翌日の 5 月 31 日は、風評被害の記事と「ゆうだい君の手紙」を 1 面に掲載し、「ゆうだい君の手紙」で
は【具体例あげて反対・賛成を】が最大の見出しである（見出しは下記の通り）。2 面は、【電気を望んだ、








この 6 月 1 日 2 面【原発を止めるのではなく】にて、第一弾の投書の特集「ゆうだい君の手紙」が終了す
る。2 面に掲載する写真は、爆風で骨組みだけになった福島原発 1 号機で、写真下に「爆発で骨組みだ
けになった福島原発１号機。原発は必要なのか？もういらないのか？」と、問題提起を重ねる。なお、
投書の募集は 1 面に【まだまだ募集】の見出しで呼びかけている。









翌 6 月 21 日は、小学校 2 校、2 クラス分の投書がまとめて掲載された日で、1 面の見出しは【命と電
気のどちらが大切か】から始まる。大人の責任を論じる投書が 5 本、投書者であろう小学生の集合写真








の」知識や情報による正義を求めている。ここで 1 面の写真は、6 月 21 日のクラスごとの投書と同じく、





































毎日小学生新聞　第 26025 号、第 26076 号、第 26088 号、第 26089 号、第 26090 号、第 26108 号、第 26109 号、第
26144 号（いずれも 2011）より調査対象の見出しを示す。
第 26088 号より　 （A-1）大変なのは東電だけじゃない　（C-1）東電だけが悪いんじゃない　（A-2）まずは、謝るべき
だ　（B-1）電気にたよらない生活を
第 26089 号より　 （B-2）福島にあることが、おかしい　（A-3）日本人がまとまるチャンス　（A-4）原発だって温暖化
につながる　（A-5）被災者の気持ちを　（A-6）原子力にたよりすぎ　（A-7）みんなが節電すべき
だ　（B-3）心の豊かな社会を築いて
第 26090 号より　 （B-4）東電や政府は逃げずに問題解決を　（A-8）地震で学んだことを忘れずに　（B-5）東電はもう
けを重視した　（A-9）電力会社がないと生活できない　（B-6）私たちは原発の恩恵を受けている
第 26108 号より　 （A-10）大人が何を間違えたのか、話し合おう　（C-2）役に立つが傷つけることもある　（A-11）東
電は本当の情報を出して　（A-12）東電は人々をだました　（A-13）原発に反対する声は前からあっ
た　（B-7）大人たちにも責任がある
第 26109 号より　 （A-14）母は経済産業省の職員　（A-15）東電の体質が悪い　（A-16）日本の大人たちの責任　（A-17）
電気は必要だけど…　（A-18）国民も、政府も、東電も悪い　（A-19）自分たちと…　（A-20）僕の
お父さんも…　（A-21）いままで…　（A-22）原子力発電所から…　（A-23）これからは、…












1 子ども向けの新聞は 2019 年現在、全国紙として「朝日小学生新聞」「毎日小学生新聞」「読売 KODOMO 新聞」、
ほかに大人向けの地方紙やブロック紙に折り込まれたもの、学校配布による新聞が存在する。
2 樺島・寿岳（1965）3）で示された文体指標の一つで、「形容詞・形容動詞・副詞・連体詞の組の比率 M に 100 をか
けたものを動詞の比率 V でわった値」。
3 調査対象において、ダ・デアル体は 2 件のみである（ただし、1 件のなかの混用も認められる）。
4 家庭や商店を含む、電力の小売全面自由化は 2016 年 4 月 1 日からである。
5 富士市１名を含む（正確には東京電力エリアは富士川以東である。富士川は富士市内を流れ、投書者が富士川の
東西、どちらに居住しているのかは未確認である。）
受理日　　2019 年 11 月 20 日
D11759_72001047_設楽馨.indd   20 2020/03/13   10:20:40
